































亡人』を書き， 1634 年の『王宮広場j で，自由意志を貫き，自我を確認す
るコルネイユ的英雄の基礎が確立された。メレの悲劇『ソフォニスブ』の
大成功に刺激され，悲劇『メデJ を書くものの失敗する D 失敗はしたが，
後年のコルネイユを特徴づける素地はすでに形成されていたと考えられる O






















「どれほど『ル・シッド』が(スキュデリーの) r寛大な恋人.] (L 'A mαM 
liberal) より優れているかJ (PL. P. 80) 。
スキユデリーはシメ}ヌを非難するが，王妃，王女たちゃ貴婦人た
ちが臨席していた (PL. P. 80 1) 0 
スキュデリーはアリストテレースについて無知である (PL. P. 80 1) 0 
スキユデリーはコルネイユがギリェン・デ・カストロの『エル・シ
ドの青春時代.] (La s Mocedl αdes del Cid) から剰窃した，と当該箇所
を列挙してコルネイユを「単なる翻訳者J とみなそうとしたが，借用
したのはわずか72 行にすぎず¥事情に詳しい人は「単なる翻訳者 J と
は呼んでいない (PL. P. 80 1) 0 
nアリストへの言い訳』で貴殿を対等の者と扱って (V.51-2)
152 
迷惑をかけたわけで、もないのに貴殿は不満で、あるJ (PL. P. 802) 0 
「貴殿は私を攻撃するという愚行を行った。貴殿は私に勧めていた
(PL. P. 783) が，私は貴殿に答えるという愚行は行わない。最短が最
良であるので，私は私の愚行によって貴殿の愚行を再ぴ生まれさせは





























ば【註解 2] は【批判 2] に対する注解を意味する。また[批判 1] に対
















シッド』は創意そのものに価値がない。 (PL. P. 784) 
[批判 2 ] 
芸術の規則によって作られた悲劇は，一つの主要な筋の展開しか持
てず，他のすべてはそれに向かっていく o (PL. P. 784) 















スキュデリーの『ル・シッドj 批判 15 
言う J (1450a4-5) 0 i出来事，すなわち筋は悲劇の目的J(1450a2-3) i筋
は悲劇の原理であり，いわば魂である J (1450a38-9)0 iこれ(=出来事
































とスキユデリーは批判するのである (PL. P. 784) 0 アリストテレースは動
きについて「悲劇が人を惹きつける最大の筋の部分とは転変と認知であ
るJ (1 450a3-) と述べている。
ところでアリストテレースの理論は悲劇に対するもので，スキユデリ自
身も述べているように I( アリストテレースなどの理論が形成された)古
代には悲喜劇はほとんど知られておらずJ (PL. P. 784) ，アリストテレー
スの理論を悲喜劇『ル・シッドJ にそのまま適用することには無理がある O
またスキュデリー自身，この主題をめぐる批判の中でコルネイユを「フ
ランスの翻訳者J (PL. P. 784) と言ってコルネイユの創意を真っ向から否
定する姿勢を見せているが，後には「フランスの作者J，Ir ル・シッド』






























は旋律を通じて，ということである(1 49b2-3 1) 0 
また同じアリストテレースは詩人と歴史家の違いについては「一方(=
歴史家)が起きたことを語るのに，他方(=詩人)が起こるかもしれない
ことを語ることに違いがあるJ (1 451b-) と述べ， Iそこからアリスト
テレースは，詩人の職務は歴史家のそれよりもはるかに難しいJ (PL. 
P.785) とスキュデリーは結んで、いる D

















ないが，スキュデリーは「批判Jの第 5 点で， I私はスペイン語もできる」
(PL. P1793) と書き，カストロの原文と『ル・シッド』を並べて「その美
しい詩句のほとんどは剰窃されたものであるJ (PL. P. 79) と断じている。
スキュデリーの『ル・シッドj 批判 159 
「悲劇『ル・シッド.U と題された1648 ，52 ， 55 年版には，コルネイユ自
身の手でカストロから借用された詩句が詳細に挙げられている (PL.







[批判 5 1 
更にスキュデリーは，ロドリーグと結婚することによって，結果的
にシメーヌは父親殺しとなってしまうと，単に真実らしさの規則に反
しているだけでなく，礼節の規則にも反すると批判している o (PL. 
P.785) 
[註解 5 1 
スキュデリーはシメーヌに対して批判というよりも，最大級の非難
を浴びせかけている。これについてはまとめて後述する([註解 7]) 。
【批判 6 1 
24 時間の規則はうまく理解されれば優れている o スペインの詩は不
規則なものだからよいが， rル・シッド』の劇展開は24 時間内に収ま




1註解 6 ] 
「三統一の規則」の一つである「時間の統一」の観点からの批判で
ある O アリストテレースは「できるだけ太陽が一周する時間J (149 
b12-3) と述べている口この「太陽が一周する時間」というのを， 24 
時間以外にも 12 時間，あるいはもう少し幅を持たせた36 時間などに解
釈することもあり，その一方で劇展開と実時間とが一致する，すなわ




いJ (145bl-2) とも規定している O
[批判 7 ] 
更に『ル・シッド』は24 時間の規則以上に重要な礼節にも反してい
るO また舞台を血で染めてはならない。これらの規則を知っていたら
登場人物をもっとうまく描けたはずだと批判。 (PL. P. 78-) 
{註解 7 ] 







中でもシメーヌに対しては，【批判 5 ]にもあった「父親殺し J (P L. 
P.785) だけでなく， I人倫にもとる娘J I狂気J I不敬鹿J I罪J Iダ
スキュデリーの『ル・シッドJ 批判 16 
ナオスの娘J I淫らな女J I悪J (PL. P. 787) I人倫にもとる女J I怪物J






えておられぬのか (PL. P. 80 1) 0 
第 3 点.筋の運びに分別が欠けている






























るのである o (PL. P. 789) 
第 3幕について，スキユデリーは世間を沸かせ，拍手喝采を受けたと言
うものの，それは偽りの評判であるとして「正真正銘の金と錬金術とを見
分けることのできないすべての者どもに奇蹟を叫ばせるJ (PL. P. 789) と，
冒頭での「平土間で形成されるあの粗野な熱気が桟敷席にまで昇り，妄想







































[批判 9 ] 
ロドリーグに血のついた剣を持って登場させるのは，分別ある人を
ぞ、つとさせるし，それによって，死体がまだ家の中にあることを表す D
それは常識にそむくものである。 (PL. P. 789) 


























いJ CV.918) と言うシメーヌの双方を非難する口 (PL. P. 790) 
{批判 131
ドン・デイエーグの家に50 人の貴族がいる CV. 109) ，というこ
とをt比判している D すなわち，カスティーリャのような小国の一人の
貴族の家に50 人もの貴族が集まっている O その他にも伯爵のところ，
国王の周囲，それから今回の決闘に中立な貴族たちもいるから，こん
な小国にこんな多くの貴族がいるわけない。この点も真実らしくない
(PL. P. 79 1)というのである O
[批判 141
第 4 幕第 4 場で，シメーヌが王宮にきたときに王が， rこの娘はあ
の者を愛しているらしい。よってに試してみよう J CV.1346) と，シ
メーヌの心を試そうと畏をかけるといった，偉大な王にこんな子供じ






く，死んでしまうことを願うものだ。 (PL. P. 792) 
{批判 16]
第4 幕で，ロドリーグとドン・サンシュの決闘で，勝った者にシメ

















































des fems de Molier-cnd qui a surpase la conception de la cornedie clas-
sique 一一， Le s Le t廿es fran 伺 ses (上智大学フランス語フランス文学会)， 10 号， 190 
年， P.1-9 を参照されたい。
2) Observations faites p訂 le sieur Scud 釘γsur Le Cid ，コルネイユとスキユデリーの
作品は， Comeile ，仁Euvres completes 1 textes etablis et presntes et anotes p訂
Georgs Coutn ， 1980 ， Galirnard (Bi bliotheque de la Pleiade) による。
3) rコルネイユ名作集j 白水社， 1983 年，における岩瀬孝氏による解説 (P.59-68)
をまとめさせていただいた。
4) 上記プレイヤード版(註 2 ) P. 1456-9 参照。以下本書からの引用は，(P L. P.1456-
9) のように略記する。
5) Comeile ， Excuse a Ariste ， V.36-7 ， 4 ， 47-50 (PL. P. 780) 
6) Letre α:t ologetique du sieur Corneile contenat sa reponse aux Obse 仰 αtio 加 faites
p訂 le sieur Scudery sur Le Cid (P L. P. 80-3) 
7)ク一トン氏は，第 4点は文体の問題として省略している (P L. P. 792) 。第 5点につ
いては，スキユデリーはカストロの原文のスペイン語とコルネイユのフランス語を
並べて批判している (PL. P. 792-9) が，これは比較文学の問題でもあるので本稿で
は取り扱わない。更に第 6点は全体の結論であるので，本稿では第 1 から第 3 点の
みを扱うこととする。
8) (注解]におけるアリストテレースに関しては， Ari stote ， Poetique ， texte etali et 








9 )上記岩波文庫(註 8) P.41-2 の訳をまとめた。
スキュデリーの『ル・シッドJ批判 169 
10) L' Abe d'Aubignac ， La Pratique du Theatre ， nouvele edition avec des corections et 
des adi 世ons inedites de l' auteur ， une preface et des notes p町 Piere Martino ， 1927 ， 
Edouar Champion ， P.76 
1) rコルネイユ名作集j P.541 (傍点は原文のママ)
12) ギリェン・デ・カストロ『シドの青春時代j (岩根園和訳注)昭和 62 年，大学書林，
p.i 一泊且参照。
13) ピエール・コルネイユ『ル・シッドj (鈴木暁訳註)， 208 ，大学書林， P.162-3 
14) 原文は on pame r気絶する」だが，クートン氏はスキュデリが論旨に合うように se
pame r悦惚となる」と変えたと考えている (P L. P. 1525) 。
